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今
回
の
『
中
国
文
学
報
』
に
は
、
京
都
大
学
文
学
研
究
科
教
授
平

田
昌
司
氏
が
所
有
し
て
い
る
石
渠
閣
補
刻
本
『
水
滸
傳
』
に
つ
い
て
、

書
誌
・
本
文
・
日
本
に
お
け
る
流
傳
の
三
面
か
ら
考
察
を
加
え
る
論

文
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
最
初
に
、
こ
の
本
が
発
見
さ
れ
、
平
田
氏

の
所
有
に
帰
す
る
ま
で
の
経
緯
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

こ
と
は
二
〇
一
七
年
十
一
月
、
東
京
古
典
会
の
『
古
典
籍
展
観
大

入
札
会
目
録
』
が
京
都
府
立
大
学
の
小
松
宛
に
送
ら
れ
て
き
た
こ
と

に
始
ま
る
。
目
録
を
眺
め
て
い
た
小
松
は
、
そ
の
1

0

7

9
番
に

「
忠
義
水
滸
傳　

明
刊　

第
一
冊
補
配　

一
二
冊
」
と
あ
る
こ
と
に

気
づ
い
た
。
版
面
の
写
真
を
見
る
と
、
明
刊
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
全
く
見
た
こ
と
が
な
い
版
本
で
あ
っ
た
た
め
、
他
の
版
本
の
影

印
と
対
比
す
る
と
と
も
に
、
曲
亭
馬
琴
と
『
水
滸
傳
』
の
関
わ
り
を

中
心
に
研
究
を
進
め
て
い
る
博
士
後
期
課
程
在
籍
中
の
大
学
院
生
孫

琳
浄
氏
に
も
意
見
を
求
め
た
。
対
比
の
結
果
、
目
録
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
第
五
回
回
頭
部
分
の
写
真
に
「
忠
義
水
滸
傳
巻
之
五
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
百
回
百
巻
本
と
判
断
さ
れ
る
が
、
普
通
に
知
ら
れ
て
い

る
百
巻
百
回
本
で
あ
る
容
與
堂
本
・
四
知
館
本
と
は
明
ら
か
に
版
式

が
異
な
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
そ
こ
で
孫
氏
が
回
頭
に

「
李
卓
吾
評
閲
」
と
あ
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
、
百
二
十
回
本
の

封
面
に
は
通
常
「
卓
吾
評
閲
」
と
あ
る
も
の
の
、
百
回
本
で
「
李
卓

吾
評
閲
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
石
渠
閣
補
刻
本
の
み
で
あ
る
と
従

来
の
研
究
で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
書
影
は
第
五

回
で
あ
り
、
百
回
本
か
百
二
十
回
本
で
あ
る
か
を
確
定
す
る
こ
と
は

困
難
に
見
え
る
が
、
百
二
十
回
本
に
分
巻
本
は
存
在
せ
ず
、
一
回
一

巻
の
形
を
取
る
の
は
百
巻
百
回
本
の
み
で
あ
る
。
更
に
孫
氏
は
、
目

録
の
写
真
を
よ
く
見
る
と
、
右
側
に
あ
た
る
第
四
回
末
葉
裏
の
版
心

に
「
閣
補
」
の
二
字
が
見
え
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ
れ
は
版
心
に

「
石
渠
閣
補
」
と
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
石
渠
閣
補

刻
本
は
影
印
本
が
公
刊
さ
れ
て
お
ら
ず
、
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

日
本
伝
存
の
石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
伝
』

発
見
の
経
緯

小　

 

松 　
　
　

謙

京
都
府
立
大
学
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日
本
伝
存
の
石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
伝
』
発
見
の
経
緯
（
小
松
）

写
真
と
直
接
比
較
す
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
（
そ
の
後
、
二

〇
一
八
年
十
月
よ
り
中
国
国
家
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
中
華
古
籍
資
源

庫
」
に
お
い
て
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
の
全
冊
の
画
像
が
公
開
さ
れ
た
）、

こ
れ
ら
の
諸
事
実
か
ら
、
今
回
入
札
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
の
本
が

石
渠
閣
補
刻
本
そ
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
強
ま
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
本
が
天
下
の
孤
本
と
し
て
知

ら
れ
て
き
た
こ
の
刊
本
が
、
日
本
で
売
り
に
出
る
と
い
う
こ
と
は
、

に
わ
か
に
は
信
じ
が
た
い
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
折
か
ら
十
一
月

十
一
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
東
方
学
会
秋
季
学
術
大
会
に
参
加
し

た
小
松
は
、
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
の
石
渠
閣
補
刻
本
を
調
査
し
た

こ
と
の
あ
る
山
梨
大
学
教
育
学
域
准
教
授
（
当
時
。
現
在
は
東
京
大
学

東
洋
文
化
研
究
所
准
教
授
）
の
上
原
究
一
氏
に
意
見
を
求
め
た
。
上
原

氏
は
、
と
も
に
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
の
石
渠
閣
補
刻
本
を
調
査
し

た
経
験
が
あ
る
東
京
大
学
人
文
社
会
系
研
究
科
を
満
期
退
学
し
て

『
水
滸
伝
』
を
テ
ー
マ
に
博
士
論
文
を
執
筆
中
で
あ
っ
た
（
当
時
。

現
在
は
博
士
号
を
取
得
）
荒
木
達
雄
氏
に
も
連
絡
を
取
っ
て
確
認
を
進

め
、
小
松
に
石
渠
閣
補
刻
本
に
間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と

を
聯
絡
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
極
め
て
重
要
な
版
本
が
、
投
資
目
的

の
人
物
の
手
に
落
ち
て
死
蔵
さ
れ
た
場
合
、『
水
滸
傳
』
研
究
に
お

い
て
大
き
な
損
失
と
な
る
と
い
う
懸
念
を
表
明
し
て
、
何
と
か
調
査

可
能
な
場
に
留
め
る
べ
く
奔
走
を
開
始
し
た
。

　

十
一
月
十
九
・
二
十
日
の
入
札
に
先
立
ち
、
十
七
・
十
八
両
日
に

東
京
古
書
会
館
で
入
札
対
象
書
籍
の
展
観
が
あ
り
、
上
原
氏
は
そ
の

時
期
に
た
ま
た
ま
台
湾
出
張
が
あ
っ
て
参
加
で
き
な
い
た
め
、
小
松

が
十
一
月
十
八
日
に
展
観
に
赴
い
た
。
小
松
は
価
格
の
高
騰
を
避
け

る
た
め
、
目
立
た
ぬ
よ
う
注
意
し
つ
つ
、
問
題
の
『
水
滸
傳
』
に
つ

い
て
、
確
か
に
明
刊
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
第
三
回
以
降
に
は
缺
落
が

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
上
原
氏
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
数

点
の
書
籍
に
つ
い
て
も
確
認
を
行
っ
て
上
原
氏
に
報
告
し
た
。

　

購
入
の
た
め
奔
走
し
て
い
た
上
原
氏
か
ら
こ
の
こ
と
を
聞
い
た
京

都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
籍
中
の
中

原
理
恵
氏
は
、
せ
っ
か
く
新
た
に
世
に
出
た
貴
重
な
文
献
が
再
び
失

わ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
、
こ
の
本
が
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ

と
、
失
わ
れ
る
と
学
術
上
大
き
な
損
失
に
な
る
こ
と
を
文
学
研
究
科

の
平
田
昌
司
氏
に
訴
え
た
と
こ
ろ
、
平
田
氏
は
自
身
で
入
札
に
参
加

す
る
こ
と
を
決
断
し
、
無
事
落
札
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
な
お
、
上
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原
氏
は
こ
の
入
札
会
に
お
い
て
、
1

0

7

5
番
『
三
国
志
通
俗
演
義
』
巻
五

〔
周
曰
校
丙
本
〕
と
1

0

7

8
番
『
出
像
西
遊
記
』
巻
十
七
〔
熊
雲
濱
覆
世

徳
堂
刊
本
〕
を
自
身
で
落
札
し
た
）。

　

本
が
届
い
た
後
、
十
二
月
四
日
に
上
原
・
孫
両
氏
と
小
松
は
閲
覧

の
た
め
平
田
氏
の
研
究
室
を
訪
問
し
た
。
平
田
氏
か
ら
こ
の
場
で
貸

し
出
し
て
も
よ
い
と
い
う
申
し
出
を
受
け
た
三
人
は
、
京
都
府
立
大

学
文
学
部
の
小
松
研
究
室
に
石
渠
閣
補
刻
本
を
運
び
、
文
献
の
写
真

撮
影
に
熟
練
し
た
上
原
氏
が
持
参
し
た
機
材
で
た
だ
ち
に
撮
影
を
開

始
、
そ
の
日
の
う
ち
に
全
葉
の
撮
影
を
完
了
し
た
。

　

以
上
が
石
渠
閣
補
刻
本
発
見
の
経
緯
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、
石
渠
閣
補
刻
本
は
他
に
中
国
国
家
図
書
館
に
一
部
が
所
蔵
さ
れ

る
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
、
本
誌
所
収
の
小
松
論
文
で
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
従
来
最
善
の
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
て
き
た
容
與
堂
本
に
先
行

す
る
本
文
を
持
つ
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
、
多
く
の
毀
誉
褒
貶
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
問
題
の
刊
本
で
あ

っ
た
。
そ
の
本
を
詳
細
に
調
査
し
、
真
価
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

『
水
滸
傳
』
研
究
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
。
ま
た
、

孫
論
文
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
曲
亭
馬
琴

と
関
わ
り
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
実
は
日
本
文
学
研
究
に
お
い

て
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
可
能
性
を
有
す
る
。

　

発
見
に
関
わ
っ
た
者
た
ち
が
、
こ
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
つ
つ
、
全
力
で
解
明
に
取
り
組
ん
だ
結
果
が
、
本
誌
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
三
本
の
論
文
で
あ
る
。

註①　

呉
曉
鈴
「
答
客
三
難
」（『
光
明
日
報
』
一
九
八
四
年
二
月
七
日
。
こ

こ
で
は
『
呉
曉
鈴
集
』（
河
北
教
育
出
版
社
二
〇
〇
六
）
第
一
巻
二
十

七
頁
に
拠
る
）
注
③
に
「
余
曾
見
美
國
芝
加
哥
大
学
東
亞
圖
書
館
藏
本
、

版
刻
較
佳
、
今
所
知
海
内
外
僅
此
二
本
（
私
は
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
大

学
東
亜
図
書
館
蔵
本
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
刊
刻
の
状
態
は
か
な
り
良

好
な
も
の
で
あ
っ
た
。
今
国
内
外
を
問
わ
ず
、
知
る
限
り
現
存
す
る
の

は
こ
の
二
本
の
み
で
あ
る
）
と
あ
る
。
こ
の
記
述
に
つ
い
て
、
馬
幼
垣

氏
は
「
所
謂
天
都
外
臣
序
本
《
水
滸
傳
》
尚
未
發
現
第
二
套
存
本
」

（『
水
滸
二
論
』〔
三
聯
書
店
二
〇
〇
七
〕
四
〇
九
・
四
一
〇
頁
）
に
お

い
て
、
シ
カ
ゴ
大
学
に
は
そ
の
よ
う
な
本
は
見
つ
か
ら
ず
、
中
国
国
家

図
書
館
蔵
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

真
相
は
不
明
だ
が
、
現
存
を
確
認
し
う
る
も
の
と
し
て
は
、
平
田
氏
蔵

本
を
除
け
ば
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
世
に
出
た
本
が
シ
カ
ゴ
大
学
に
あ
っ
た
も

の
と
同
一
で
あ
る
可
能
性
も
絶
無
で
は
な
い
が
、
平
田
氏
蔵
本
に
は
一

①
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日
本
伝
存
の
石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
伝
』
発
見
の
経
緯
（
小
松
）

部
に
返
り
点
が
附
さ
れ
て
い
る
た
め
、
日
本
伝
存
の
も
の
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
上
原
・
荒
木
論
文
で
触
れ
て
い
る
よ
う
に
平
田
氏
蔵

本
に
は
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
お
ら
ず
、
蔵
書
票
の
剥
離
痕
や
請
求
記
号

の
書
き
入
れ
な
ど
と
い
っ
た
図
書
館
の
蔵
書
で
あ
っ
た
痕
跡
は
全
く
見

出
せ
な
い
。
馬
幼
垣
氏
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
も
、
こ
れ
が
一
時
期

シ
カ
ゴ
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。




